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研究成果の概要： 

日本語の長音と短音の区別は、外国人にとって習得しにくい。この研究では、長母音と短母音

の区別のあるタイ語の母語話者は、母語の正の転移の影響を受け、日本語の母音の長短を容易

に習得できるのかどうかを、母音の長短の区別のないベトナム語話者を比較対象として調査し

た。その結果、タイ語母語話者は日本語母語話者とは異なるパターンで日本語の長さの対立を

知覚しており、母音の長短の習得上特に有利であるとはいえないことが明らかになった。 
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２００７年度 1,700,000  0  1,700,000  

２００８年度 1,100,000  330,000  1,430,000  

    

    

    

総 計 2,800,000  330,000  3,130,000  

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 

キーワード：   (1)   音声学    (2)  第二言語習得   (3)  音声知覚 (4)   ベトナム語 (5) タ

イ語   (6) 母語転移   (7)   長音  (8) 日本語     
 
１．研究開始当初の背景 

日本語では拍を単位として発話のリズム
を維持しており、特殊拍の長さが適切に実現
されることによって、日本語らしい発話とな
る。しかし、日本語の特殊拍の習得は、非母
語話者にとって一般に難しく、「外国語なま
り」の要因となりやすい。 

日本語学習者にとって特殊拍の習得が難
しいのは、学習者の母語の音韻体系に長さの
対立がないためであると一般に考えられて

きた。 
しかし実際には、長さの対立がある言語と

ない言語の母語話者の間で、日本語での母音
の長さの対立の習得状況を検討した研究は
まだない。このため、学習者にとって日本語
の特殊拍の習得が困難となる原因は明らか
になっていない。 

２．研究の目的 

そこで、本研究では、長さの対立がある言
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語の母語話者は、そうでない言語の母語話者
と比較して、日本語の長さの対立の習得が容
易なのかどうかを調べることを目的とする。 

本研究では、長さの対立の習得に不可欠で
あると思われる、長さの対立の知覚能力の習
得を対象にする。発話上の長さの対立の実現
能力については調査しないものとする。 

３．研究の方法 

本研究では、日本語の長さの対立の知覚能
力（以下、日本語長音知覚能力と略す）を測
定する実験を、音韻体系の異なる２つの母語
話者グループを対象に、縦断的に実施した。 

知覚実験は、カテゴリー知覚の発達を調べ
る実験として、Liberman et al. （1957）の定
義に従い、音声を聞いて長音か短音かを選ぶ
同定実験と、二つの音声を聞いてそれらの長
さが違うかどうか指摘する弁別実験の、２種
類を行った。 

同定実験および弁別実験には、無意味語
/ma ma ma/ の刺激音声１～７を用いる。刺
激１～７は、この音声の第２母音を等間隔に
伸縮させたもので、刺激１の母音が最も短く、
刺激７の母音が最も長い。 

同定実験は、この刺激１～７を被験者に複
数回聞かせ、これが長音か短音かを判断させ
るものである。弁別実験は、隣り合う二つの
刺激（例：刺激１と２，刺激２と３‥）、ま
たは同じ刺激（刺激１と１、刺激２と２‥）
を続けて聞かせ、これらが同じ音声かそうで
ないかを判断させるものである。本稿の実験
および分析手法は、Ylinen et al.（2005）
に倣った。 

ただし、本稿では、紙幅の制限により、知
覚同定実験の結果のみを報告する。 

母語話者グループとしては、タイ語母語話
者と、ベトナム語母語話者をそれぞれ対象と
した。いずれのグループについても、大学入
学時から日本語学習を開始した学生のみを
調査対象とした。学習者の年齢は１８才前後
である。 

タイ語母語話者は、タイ国バンコク市内に
ある大学の日本語学科 1年次に所属する大学
生 13 名である。 

ベトナム語母語話者は、ベトナム国ハノイ
市内にある、法律を専門とする大学の 1年次
に所属し、同時に、この大学内で名古屋大学
が運営する日本語コースを履修する大学生
20 名である。 

縦断調査を行う上での調査の実施時期は、
学習開始から１年以内に２回とした。日本語
の習得段階上は初級に位置する時期である。
2 つの被験者グループの日本語学習開始時期
と、1 回目及び 2 回目の調査を行った時期、
調査時の各グループの日本語学習総時間数
は以下の通りである。 
 

表１ 実験実施時期、実験時までの学習期間
と学習時間数 

 学習開始 1回目 2回目 

タイ語 

母語話者 
2008年6月 

2008年8月 

3ヶ月目 

約50時間 

2009年1月 

8ヶ月目 

約160時間 

ベトナム語

母語話者 
2007年10月 

2008年1月 

4ヶ月目 

約170時間 

2008年12月 

14ヶ月目 

350時間 

４．研究成果 

４．１ タイ語とベトナム語の音韻体系 
音韻体系における「長さ」については多く

の研究があるが、「ある音韻単位が持続する
時間の長さ」、「音韻単位の音韻的な長さ」、
「発話のリズムを構成する長さ」というよう
に、様々な定義がある。 
これらの定義をまとめると、ある言語の音

韻体系において長さの対立があるかどうか
を判断する条件は、下の４つである。 

１）母音の持続時間の違いによって語の意
味が弁別されるか 

２）母音の音韻的な長さの違いが、母音の
持続時間に反映されるか 

３）母音の音韻的な長さの違いが、発話の
リズムを変動させるか 

４）母音の音韻的な長さが変動すると、リ
ズム単位の数が変動するか 

ある言語の音韻体系において、上記の基準
をすべて満たす場合もあれば、１つしか満た
さない場合もある。つまり、ある言語の音韻
体系において長さの対立がどの程度関与す
るかは、有か無かを非連続的に評価すべきも
のではなく、１）から４）の基準をどの程度
満たすかを段階的に評価するのが妥当であ
ると思われる。 
この判断基準を用いると、日本語の音韻体

系は、１）～４）の基準をすべて満たす。従
って、長さの対立が音韻体系にきわめて深く
関与する言語であると評価できる。 
一方、タイ語とベトナム語の音韻体系を上

記の基準から評価すると、タイ語は、ベトナ
ム語よりも母音の長短が音韻体系に深く関
与する言語であるといえる。 
タイ語は、上記の評価基準のうち、１）２）

３）を満たす。評価基準１）と２）について
述べると、タイ語の母音体系では、９つの単
母音すべてが長音と短音の対立を有し（三谷 

1989）、長音と短音は持続時間の違いによって
弁別される（Abramson 1962）。長音の持続時
間は、短音の約二倍である（Huduk 1990）。 母
音の音質も、長音と短音の違いの弁別に影響
を与えるものの、最も優勢な弁別キューは持
続 時 間 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る
（Abramson and Ren 1990）。 
３）については、タイ語の発話において、

リズム単位である音節の等時性は低いこと



 

 

から、母音の長短が発話のリズムに大きな影
響を及ぼすと言える。ただし、発話のリズム
に影響を与える要因は母音の長さだけでは
なく、他にも固定ストレス（特に句末の伸張）、
声調、自由ストレスなどがあるとみられる。 

一方、４）に関しては、タイ語のリズムの
単位は音節であり、1 音節に含まれる母音が
長音か短音かに関わらず、1 つの音節と数え
られるため、タイ語は４）の基準は満たさな
い。これは、モーラをリズム単位とする日本
語とは異なる点である。 

これに対し、ベトナム語では、母音の長短
が音韻体系に及ぼす影響は非常に小さい。 

評価基準１）と２）について述べると、ベ
トナム語の母音体系では、10 母音のうち 1母
音/a/のみが長母音と短母音の対立を有し、
他の母音にはごくわずかな例外の語を除い
て長短の対立がない（冨田 1988）。また、こ
の短母音/a/は末子音及び声調との関係が強
く、末子音と常に共起し、全６種の声調のう
ち２つの声調のみと共に出現する。このこと
から、ベトナム語の短母音 /a/ は、このよ
うな制約のない他の母音とは異質で、例外的
な存在であることがわかる。 

また、評価基準３）について述べると、ベ
トナム語のリズム単位は閉音節を基本とす
る音節であり、発話においてはそれぞれの音
節の等時性が保たれる。従って、音節がどの
ような構造を有するか、あるいは音節内の母
音が長であるか短であるかは、発話のリズム
に大きな影響を与えない。 

以上のことから、タイ語の音韻体系には、
母音の長さの対立が深く関与するのに対し、
ベトナム語の音韻体系における母音の長さ
の対立の関与は相対的に小さいといえる。 

第二言語を学習する上で、音韻体系は母語
の影響が最も現れやすい分野であると言わ
れている（Odlin 1989）。母語の影響は、母
語にない音韻的特徴の習得が困難になる現
象である「負の転移」だけでなく、母語にあ
る音韻特徴の習得が容易となる「正の転移」
という形でも現れる。第二言語における長さ
の対立の習得においても、母語の音韻体系に
長さの対立のある言語の母語話者のほうが、
そうでない母語話者より有利であるという
報告がある（McAllister, et al. 2002)。従
って、母語の音韻体系に長さの対立が深く関
与するタイ語母語話者が日本語を学習する
際には、ベトナム語母語話者より母音の長さ
の対立の習得が容易となるという仮説が立
てられる。本研究では、この仮説を検討する。 
 
４．２ 学習開始時における長さの対立の知

覚能力 
4.2 では、タイ語母語話者とベトナム語母

語話者に対し、日本語学習学習開始当時に実
施した、1 回目の日本語長音知覚実験の結果

について述べる。この実験において算出され
る統計値は二つある。一つ目は長音と短音の
知覚境界値であり、これは、被験者が何 ms
までの長さの母音を短音と判断し、何 ms を
超えると長音と判断するかを調べ、短音と長
音の判断が切り替わる境界の時点の長さを
算出したものである。二つ目はカテゴリー化
能力を表す値で、音声を聞いて長音または短
音と決める判断が、どの程度鋭いかを表すも
のである。すなわち、ある一定の持続時間を
超えた音声はすべて長音と判断するという
場合は、カテゴリー化能力が鋭いと言え、逆
に境界値付近の音声に対して長音か短音か
の判断にゆれが見られる場合は、カテゴリー
化能力が鈍いと言える。 
図１に、同定実験の刺激１～７に対する短

反応率の推移を示す。また、図２に、タイ語・
ベトナム語母語話者の長短の知覚境界値の
分布を示す。 
 
図１ タイ語話者およびベトナム語話者に

対する同定実験（1 回目）における刺
激１～７に対する「短」反応率の推移 

 
 
図２ 同定実験（１回目）の結果から算出し

た知覚境界値の分布 

 

まず母音の長短の知覚境界値について述
べる。図１より、ベトナム語母語話者の長音
と短音の境界値（212ms）はタイ語母語話者



 

 

の境界値（178ms）より大きく、日本語母語
話者を含めた 5つのグループ中で最大である。
これに対し、タイ語母語話者の長音と短音の
知覚境界値は 5つのグループの中で最小であ
り、日本語母語話者と比べて 20ms 小さい。 

タイ語母語話者とベトナム語母語話者の
境界値の差は、図２からも明らかである。ベ
トナム語母語話者の場合、多数の被験者の境
界値が 190ms～240ms の間に分布しているの
に対し、タイ語母語話者の境界値は主に
170ms～200ms の間に分布しており、両者の分
布の間の重なりは小さい。 

次に母音の長短のカテゴリー化能力につ
いて述べると、図１においてベトナム語母語
話者の短反応率の推移を表す曲線が、５グル
ープ中最も緩やかに推移することから、ベト
ナム語母語話者のカテゴリー化能力が最も
鈍いことがわかる。一方、タイ語母語話者の
カテゴリー化能力は、日本語母語話者（19.6）
より鈍いが、ベトナム語母語話者より鋭い。
また、図１より、タイ語母語話者の曲線は日
本語母語話者と比べ、刺激２や３に対して
「短」と反応した数が多い。 

以上の結果から、タイ語母語話者のほうが
日本語の長さの対立の知覚能力の面で優れ
ていると見られる点は次の二点である。一点
目は、カテゴリー知覚が特に低いために除外
された被験者の割合が、タイ語母語話者（タ
イ語母語話者：13 名中 3 名、23％）のほうが
ベトナム語母語話者（ベトナム語母語話者：
20名中8名、40％）よりやや小さい点である。
二点目は、３で述べたように、タイ語母語話
者のほうがベトナム語母語話者より母音の
長短のカテゴリー化能力が高いことである。 

一方、タイ語母語話者の母音の長短知覚能
力が、ベトナム語母語話者と比較して必ずし
も高いといえない面も二点観察された。 

一点目は、タイ語母語話者の母音の長短の
境界値が日本語母語話者の平均値（198ms）
を大きく割っている点である。 

二点目は、タイ語母語話者による長短の判
断数の推移のパターンが日本語話者と異な
ることである。４で指摘したように、日本語
母語話者の短反応率は刺激３と４の間で急
激に変動するのに対し、タイ語母語話者は刺
激２や３に対しても、１～３割の割合で「短」
と判断している。これはタイ語母語話者が、
日本語においては音韻的な違いとはならな
いような母音の持続時間の変化を知覚し、こ
れに敏感に反応していることを表している。
しかし、このことはカテゴリー知覚能力が高
いことを意味しない。Liberman et al.（1957）
によれば、カテゴリー的な知覚とは、知覚境
界付近で長短の弁別感度が高まり、逆に知覚
境界から離れた点においては逆に弁別感度
が低下する知覚とされているからである。 

以上のように、1 回目の知覚同定実験の結

果からは、タイ語母語話者が日本語母音の長
短の習得において特に有利であるとはいえ
ない。尐なくとも、タイ語母語話者は、日本
語母語話者と同様の知覚能力を学習初期段
階から有するものではないと判断できる。 
 
４．３ 長さの対立の知覚能力の発達過程 
 
4.3 では、タイ語母語話者とベトナム語母

語話者に対し、２回目に行った日本語長音知
覚実験の結果について述べる。 

図３（タイ語母語話者）と図４（ベトナム
語母語話者）に、同定実験の刺激１～７に対
する短反応率が、1 回目と 2 回目でどう推移
したかを示す。 
図３によれば、タイ語話者に対する同定実

験において、1 回目の境界値（175ms）と 2回
目の境界値（177ms）の間には大きな違いは
ない。一方、2 回目の実験の S 字曲線の傾き
は 1回目よりややゆるやかになっていること
がわかる。 

図３ タイ語話者に対する同定実験におけ
る、刺激１～７に対する「短」反応率
の推移（1回目と 2 回目の比較） 

 

図４ ベトナム語話者に対する同定実験に
おける、刺激１～７に対する「短」反
応率の推移（1回目と 2回目の比較） 

 



 

 

次に、図４より、2 回目の境界値（212ms）
は 1回目（207ms）よりやや長くなっている。
すなわち、1 回目の実験で観察された、タイ
語母語話者の知覚境界値は日本語話者より
短く、ベトナム語母語話者の知覚境界値は日
本語話者より長いという傾向は、２回目の実
験でも明らかであるといえる。 

ベトナム語話者、タイ語母語話者のいずれ
においても、１回目と２回目の S字曲線の形
状には大きな違いはない。タイ語母語話者の
知覚同定実験の回答パターンを表す S字曲線
は、１回目の実験と同様に、日本語母語話者
のパターンとは異なり、刺激２及び３に対す
る「長」という反応数が多いのが特徴的であ
る。この傾向は、２回目の実験においてさら
に強まっている。 

カテゴリー化能力を表す値については、タ
イ語母語話者の値は、1 回目が 28.1 であった
のに対し、2回目は 27.8 であり、大きな変化
がなかった。一方、ベトナム語母語話者の値
は、1 回目が 35.6 であったのに対し、2 回目
は 29.7 となり、2回目は 1回目より鋭くなっ
た。また、タイ語母語話者との差も縮まった。 

続いて、タイ語とベトナム語母語話者の長
短の知覚境界値の分布が、１回目と２回目の
実験を通じてどう変化したかを、図５と図６
にそれぞれ示す。 

図５から、タイ語母語話者においては、１
回目の実験に比べて２回目の実験での知覚
境界値の分布幅が広くなっていることがわ
かる。知覚境界値の最短は 139ms、最長は
218ms であり、学習者間の個人差が広がった。
日本語母語話者の知覚境界値（198ms）に近
い値をとる学習者の数は 1回目に比べて尐な
くなっている。 

一方、図６から、ベトナム語母語話者にお
いては、タイ語母語話者とは逆の変化が見ら
れる。1 回目に比べ、2 回目では知覚境界値
の分布幅が狭まり、200ms から 210ms の間の
値をとる学習者の数が増えている。境界値の
分布は、日本語母語話者の知覚境界値に近い
値に収斂しつつあるともいえる。 

以上の結果より、一方、ベトナム語母語話
者については、知覚境界値が 1回目に比べて
やや長くなり、日本語母語話者の平均値から
は遠ざかったものの、カテゴリー化能力の値
はより鋭くなり、各被験者の知覚境界値が日
本語母語話者に近い値に集まるようになっ
た。この結果から、ベトナム語母語話者によ
る長さの対立のカテゴリー知覚能力は、1 回
目より向上し、日本語母語話者に近づいたと
判断できる。 

一方、タイ語母語話者については、知覚境
界値の平均値、知覚境界値の分布、およびカ
テゴリー化能力を表す値の３点から、２回目
の実験の結果が 1回目より日本語母語話者に
近づいたと判断できる結果は見受けられな

かった。また、２回目の調査の時点で、タイ
語母語話者の長音知覚能力がベトナム語母
語話者より日本語母語話者に近いと判断す
る要因もみられなかった。 
 
４．４ 考察 
 
4.4 では、4.1 で述べた本研究の仮説の妥

当性を検討する。 
4.2 及び 4.3 の結果からは、本研究の仮説

は支持されない。すなわち、タイ語母語話者
が日本語を学習する際に、ベトナム語母語話
者より母音の長さの対立の習得が容易とな
るとはいえない。タイ語母語話者の知覚パタ
ーンは日本語母語話者とは異なり、縦断調査
の結果からも知覚能力に発達が見られなか
ったことから、このように結論づけられる。 
この結論が正しければ、McAllister, et 

al.(2002)の結論とは相反する結果となり、
「日本語の長音知覚習得が難しいのは、学習
者の母語に長さの対立がないからである」と
いう一般的な見解にも、疑問が投げかけられ
る。4.1 で述べたように、タイ語は母音の長

図５ 同定実験（１・２回目）におけるタ
イ語母語話者の境界値の分布の変化 

 

 

図５ 同定実験（１・２回目）におけるベ
トナム語語母語話者の境界値の分布
の変化 

 



 

 

さの対立が音韻体系に深く関わる言語であ
り、タイ語母語話者は母音の長さの対立の知
覚能力を有しているはずであるにも関わら
ず、日本語の母音の長さの対立の知覚におい
て、その能力が転移していないと見られるか
らである。そうであるとすれば、日本語の長
音の知覚能力の習得においては、母語の音韻
体系以外の要因が働いていると考えられる。
例としては、音声の習得に関係する学習環境
の問題が挙げられる。すなわち、初級の段階
で、母音の長さの対立についての適切な指導
が行われていないことが、母語の音韻体系を
利用することができない原因となっている
という説である。しかし、この結論に至るに
は、他にも多くの点を検討する必要がある。
例えば、日本語とタイ語における母音の長さ
の対立は、知覚能力を互いに転移させること
が可能な程度に類似しているのかどうかと
いう点である。 

4.1 で述べたように、タイ語の音韻体系に
は、母音の長さの対立が確かに深く関与する
が、日本語とタイ語の音韻体系にはいくつか
の相違点がある。例えば、4.1 に挙げた基準
４）に関する点である。日本語のリズム単位
はモーラであり、短母音は 1 拍、長母音は 2
拍と数えられるのに対し、タイ語のリズム単
位は音節であり、リズム単位の数と母音の長
さの間には関係がない。従って、タイ語母語
話者は、日本語の音声を分節する際に、モー
ラではなく音節という単位を用いている可
能性がある。 

その他、日本語とタイ語にそれぞれ母音の
長さの対立があるとはいえ、長音と短音の知
覚境界値まで同じであるとは限らない。タイ
語の長音のほうが日本語の長音より長い、と
述べるタイ人学習者もいる。仮に、タイ語の
短音と長音の境界値が、日本語よりも短いの
だとすれば、本研究の同定実験でタイ語母語
話者の知覚境界値が日本語母語話者より短
かったことと符合する。このように、母語で
あるタイ語から第二言語である日本語への
知覚の転移を検証するには、タイ語における
母音の長さの対立のカテゴリー知覚を検証
する必要があると思われる。本研究の仮説の
他に、本研究の実験から明らかになったこと
としては、タイ語母語話者とベトナム語母語
話者による日本語の母音の長さの対立の知
覚パターンに明らかな違いがあることであ
る。このことは、中国語母語話者の知覚境界
値が短いこと（金村 2008 他）、英語母語話
者の知覚境界値が長いこと（戸田 2003）等
の先行研究での報告と合致する事実である。
これは、学習者の母語の音韻体系が、日本語
の長さの対立の知覚に何らかの形で影響を
及ぼした結果であると思われる。このことに
ついても、学習者の母語の音韻的特徴を比較
することによって、一般的なルールを見いだ

すことができると推測できる。 
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